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メ
コ
ン
川
の
三
つ
の
顔

　

日
本
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社
発
行
『
世
界
の
大
河
―
歴
史
と
ロ
マ
ン
を
求

め
て
』（
１
９
８
０
年
）
で
は
、
伴
野
朗
は
メ
コ
ン
川
に
は
、
三
つ
の
顔
が
あ
る
と
い
う
。

①
チ
ベ
ッ
ト
の
雲
か
ら
生
ま
れ
出
た
神
秘
を
浮
か
べ
た
顔
、
②
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の

「
母
な
る
大
河
」
と
し
て
穏
や
か
な
微
笑
み
を
浮
か
べ
た
顔
。
生
活
、
農
業
、
都
市
、

宗
教
、
文
明
そ
し
て
大
地
そ
の
も
の
ま
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
は
そ
の
す
べ
て
を
こ

の
川
に
負
っ
て
い
る
。
③
メ
コ
ン
川
に
は
憂
い
を
帯
び
た
顔
が
あ
る
。
メ
コ
ン
川
は

そ
の
豊
か
な
流
れ
ゆ
え
に
、
人
間
た
ち
の
争
奪
の
場
と
な
る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
、
中
越
戦
争
な
ど
で
政
治
的
、
民
族
的
な
対
立

紛
争
が
続
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
書
に
よ
り
メ
コ
ン
川
の
流
れ
を
追
っ
て
み
た
い
。
遠
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
チ
ベ

ッ
ト
高
原
の
海
抜
５
０
０
０
ｍ
の
源
か
ら
発
す
る
メ
コ
ン
川
は
、
南
に
流
れ
て
中
国
雲

南
省
を
過
ぎ
、
や
が
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
国
境
に
出
る
。
激
流
が
岩
を
咬
み
、

岸
を
穿
ち
、
峡
谷
を
侵
し
、
急
勾
配
を
砕
け
な
が
ら
流
れ
落
ち
る
。
や
が
て
ゆ
る
や

か
な
流
れ
と
な
り
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
国
境
を
南
に
、
さ
ら
に
ラ
オ
ス
の
旧
王
都
ル
ア

ン
プ
ラ
バ
ン
を
過
ぎ
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
出
る
。
さ
ら
に
ラ
オ
ス
の
西
南
端
を
横

切
り
、
滝
と
な
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
流
れ
込
む
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
付
近
で
、
内
海
の
よ
う
な
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
に
通

じ
る
水
路
と
合
流
し
、
ベ
ト
ナ
ム
南
部
に
広
大
で
肥
沃
な
メ
コ
ン
デ
ル
タ
を
形
成
す
る
。

こ
う
し
て
メ
コ
ン
川
は
大
き
な
九
つ
の
河
口
か
ら
膨
大
な
水
と
土
砂
を
南
シ
ナ
海
に
吐

き
出
し
て
い
る
。
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム

の
６
カ
国
を
流
れ
る
国
際
河
川
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
一
部
は
こ

の
川
が
国
境
を
な
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
戦
乱
が
絶
え
な
い
。

　

モ
ン
ス
ー
ン
の
気
候
に
よ
っ
て
季
節
的
に
メ
コ
ン
川
の
水
位
は
増
減
す
る
。
夏
に

は
高
水
位
と
な
り
、
10
月
下
旬
水
が
引
き
始
め
、
最
低
水
位
は
３
月
、
４
月
と
な
る
。

メ
コ
ン
川
の
諸
元
は
全
長
約
４
３
５
０
㎞
、
流
域
面
積
約
81
万
㎢
、
年
間
最
大
流
量
５

万
２
０
０
０
㎥
／
ｓ
、
年
間
最
小
流
量
１
７
５
０
㎥
／
ｓ
で
あ
る
。

メ
コ
ン
川
を
下
る

　

青
柳
健
二
著
『
メ
コ
ン
を
流
れ
る
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
・
１
９
９
６
年
）、
同
著
『
メ
コ
ン

河　

ア
ジ
ア
の
流
れ
を
ゆ
く
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
・
１
９
９
５
年
）
は
、
と
も
に
源
流
域
中
国

か
ら
河
口
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
ま
で
豊
富
な
写
真
で
捉
え
て
い
る
。

　

源
流
中
国
青
海
省
・
雲
南
省
の
印
象
を
龍
神
舞
い
降
り
る
天
空
の
大
地
を
発
つ
と

表
現
す
る
。
メ
コ
ン
川
流
域
で
は
雲
南
省
南
部
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
ま
で
、
主
な
宗
教

は
南
方
上
座
部
仏
教
で
あ
る
。
４
月
中
旬
の
暑
い
時
期
に
タ
イ
民
族
の
「
水
か
け
祭

り
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
自
転
車
に
乗
っ
た
人
に
女
の
子
が
に
こ
や
か
に
水
を
掛

け
る
シ
ー
ン
は
和
や
か
な
光
景
で
あ
る
。
中
流
域
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
を

慈
し
み
の
島
、
そ
し
て
精
霊
の
滝
へ
と
し
て
、
ラ
オ
ス
南
部
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
境
に

近
い
ソ
ン
パ
ミ
ッ
ト
の
滝
を
写
す
。
こ
の
あ
た
り
は
早
瀬
、
滝
、
島
な
ど
が
多
い
。

ま
た
コ
ー
ン
パ
ペ
ン
の
滝
は
、
メ
コ
ン
川
本
流
で
最
大
の
滝
で
、
落
差
約
15
ｍ
、
幅
３

０
０
ｍ
を
誇
り
、
上
流
、
下
流
の
往
来
を
妨
げ
て
い
る
。

　

メ
コ
ン
川
は
こ
の
あ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
流
れ
て
い
く
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
流
れ
に
つ

い
て
、
水
神
走
る
、
祭
り
の
狂
熱
に
酔
う
と
表
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
各
地
の
予
選
大
会

で
勝
ち
抜
い
た
ボ
ー
ト
が
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
集
ま
り
、
レ
ー
ス
を
行
な
う
。
ボ
ー
ト
に

は
蛇
神
ナ
ー
ガ
を
か
た
ど
っ
て
い
る
。
ナ
ー
ガ
は
人
間
に
恵
み
を
も
た
ら
す
雨
や
水

を
司
る
神
で
あ
る
。
水
祭
り
は
、
人
々
に
豊
か
な
作
物
や
川
に
も
た
ら
し
て
く
れ
る

水
に
感
謝
す
る
行
事
で
あ
る
。

　

管 

洋
志
著
『
メ
コ
ン
４
５
２
５
㎞
』（
実
業
之
日
本
社
・
２
０
０
２
年
）
は
、
中
国
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
々
の
流
れ
に
沿
っ
て

撮
っ
て
い
る
。
麗
江
は
ナ
シ
族
の
住
む
町
。
す
ば
ら
し
い
疎
水
が
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。

疎
水
の
利
用
法
は
早
朝
に
飲
み
水
を
汲
み
、
次
に
野
菜
を
洗
う
。
午
後
に
洗
濯
、
夜

に
は
汚
水
を
流
す
。
一
晩
経
っ
て
朝
に
は
再
び
き
れ
い
な
氷
河
の
溶
け
水
が
流
れ
て

く
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
一
面
に
広
が
る
整
然
と
し
た
田
圃
の
淡
い
緑
、
目
を
見
張
る
美

し
さ
、
か
つ
て
世
界
一
の
米
の
輸
出
国
で
あ
っ
た
面
影
を
残
す
。
ラ
オ
ス
で
は
コ
ー
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メコン川は流れる37

ン
パ
ペ
ン
の
滝
で
捕
れ
た
オ
オ
ナ
マ
ズ
が
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ば
れ
て
い
る
。
体
長
２
ｍ
、

体
重
１
０
０
㎏
を
超
す
と
い
う
。

　

タ
イ
で
は
、
象
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
戦
争
で
は
象
も
一
緒
に
戦
っ
て
い
る
。
近

年
森
林
伐
採
に
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
タ
イ
で
の
森
林
伐
採
禁
止
に
よ
っ
て
象
た
ち
の

働
き
場
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
捉
え
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
か
ら

流
れ
る
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
と
メ
コ
ン
川
が
合
流
す
る
と
こ
ろ
に
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
が
あ

る
。
雨
季
に
な
る
と
メ
コ
ン
川
の
水
が
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
に
向
か
っ
て
逆
流
し
、
ア
ジ
ア

最
大
の
湖
ま
で
広
が
り
、
魚
も
増
え
、
人
々
に
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
す
。

　

メ
コ
ン
川
の
最
終
点
は
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
ン
ト
ー
付
近
で
川
は
三
本
に
分
か
れ
、
湿

地
帯
を
形
成
し
、
豊
か
な
大
地
の
実
り
と
漁
場
を
つ
く
る
。
そ
こ
に
無
数
の
船
が
行

き
交
う
。
乾
季
に
な
る
と
川
の
水
は
塩
っ
ぽ
く
な
る
。
逆
に
雨
季
に
は
メ
コ
ン
の
水

が
流
れ
込
み
、
ミ
ル
ク
紅
茶
の
色
か
ら
黄
土
色
に
染
ま
る
。
メ
コ
ン
川
は
さ
ま
ざ
ま

に
変
化
し
な
が
ら
長
い
旅
を
終
え
る
。

　

鎌
澤
久
也
写
真
・
文
『
メ
コ
ン
街
道　

母
な
る
大
河
４
２
０
０
キ
ロ
を
往
く
』（
水
曜

社
・
２
０
０
４
年
）
は
、
メ
コ
ン
を
下
流
域
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
か
ら
、
上
流
に
向
か
っ

て
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
、
ラ
オ
ス
・
ナ
ム
グ
ム
ダ
ム
、
タ
イ
・
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
レ
ー
湖
、
中
国
・
青
い
ケ
シ
の

花
な
ど
を
源
流
ま
で
追
っ
て
い
る
。

　

歴
史
紀
行
と
し
て
石
井
米
雄
・
横
山
良
一
著
『
メ
コ
ン
』（
め
こ
ん
・
１
９
９
５
年
）
が

あ
り
、
ポ
ー
ル
＝
ラ
イ
ト
フ
ッ
ト
著
『
メ
コ
ン
川
』（
帝
国
書
院
・
１
９
８
７
年
）
は
児
童

書
で
あ
る
。

メ
コ
ン
川
の
開
発

　

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
和
平
が
訪
れ
る
と
、
メ
コ
ン
開
発
は
そ
の
地
形
と
豊
か
な
流

量
か
ら
、
国
際
協
力
の
も
と
、
主
に
水
力
発
電
ダ
ム
の
建
設
が
進
ん
だ
。
吉
松
昭
夫
・

小
泉 

肇
著
『
メ
コ
ン
河
流
域
の
開
発　

国
際
協
力
の
ア
リ
ー
ナ
』（
山
海
堂
・
１
９
９
６

年
）
は
、
メ
コ
ン
川
の
支
流
と
本
流
で
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
、
メ
コ
ン
川

支
流
の
ナ
ム
グ
ム
ダ
ム
の
発
電
計
画
、
そ
し
て
、
ナ
ム
・
グ
ム
計
画
な
ど
を
通
じ
て

体
得
し
た
経
験
か
ら
国
際
協
力
を
述
べ
て
い
る
。

　

ラ
オ
ス
領
内
の
メ
コ
ン
川
支
流
の
ナ
ム
・
グ
ム
川
に
建
設
さ
れ
た
ナ
ム
グ
ム
ダ
ム

貯
水
池
（
１
９
７
２
年
12
月
竣
工
）
は
、
高
さ
70
ｍ
、
総
貯
水
容
量
70
億
㎥
で
あ
る
。
ダ

ム
直
下
に
建
設
さ
れ
た
発
電
所
は
１
５
０
Ｍ
Ｗ
の
設
備
容
量
を
も
つ
。
こ
こ
で
発
電
さ

れ
た
電
力
は
ラ
オ
ス
国
内
で
消
費
さ
れ
る
ほ
か
、
タ
イ
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ム

は
発
電
の
み
で
な
く
、
洪
水
調
節
や
灌か

ん
が
い漑
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

　

堀 

博
著
『
メ
コ
ン
河　

開
発
と
環
境
』（
古
今
書
院
・
１
９
９
６
年
）
は
、
実
際
に
メ
コ

ン
川
の
開
発
に
対
し
国
連
技
師
と
し
て
従
事
し
た
こ
と
か
ら
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
第
１
章
メ
コ
ン
川
と
そ
の
流
域
、
第
２
章
で
は
、
下

流
域
の
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
農
業
、
森
林
資
源
、

水
運
、
水
力
発
電
、
第
３
章
下
流
域
の
ダ
ム
開
発
計
画
―
そ
の
変
遷
と
国
際
協
力
、

第
４
章
上
流 

蘭
倉
江
と
そ
の
本
流
ダ
ム
開
発
、
第
５
章
ダ
ム
開
発
の
環
境
問
題
―
熱

帯
大
陸
河
川
の
場
合
、
第
６
章
新
メ
コ
ン
委
員
会
の
設
置
と
今
後
の
開
発
を
論
じ
、

メ
コ
ン
川
流
域
の
持
続
的
開
発
の
た
め
の
協
力
に
関
す
る
協
定
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

メ
コ
ン
開
発
に
関
す
る
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

松
本
悟
著
『
メ
コ
ン
河
開
発　

21
世
紀
の
開
発
援
助
』（
築
地
書
館
・
１
９
９
７
年
）
は
、

ラ
オ
ス
に
建
設
さ
れ
た
ナ
ム
・
グ
ム
第
１
ダ
ム
と
ナ
ム
・
ソ
ン
・
ダ
ム
及
び
ナ
ム
・

ト
ゥ
ン
第
２
ダ
ム
に
つ
い
て
、
住
民
移
転
問
題
、
経
済
性
へ
の
疑
問
、
水
没
地
の
伐

採
問
題
、
電
力
問
題
な
ど
を
検
証
し
、
世
界
銀
行
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
動
き
を
紹

介
し
、
メ
コ
ン
川
開
発
の
今
後
に
つ
い
て
追
及
す
る
。

　

リ
ス
べ
ス
・
ス
ル
イ
タ
ー
著
『
母
な
る
メ
コ
ン
、
そ
の
豊
か
さ
を
蝕
む
開
発
』（
め
こ

ん
・
１
９
９
９
年
）
は
、
メ
コ
ン
開
発
に
対
し
、
そ
の
流
域
に
住
む
人
々
の
犠
牲
で
な

っ
て
い
る
、
こ
れ
か
ら
の
開
発
は
農
民
や
漁
民
た
ち
と
一
緒
に
図
ら
れ
る
べ
き
だ
と

問
う
。

自
然
と
共
生
す
る
メ
コ
ン

　

メ
コ
ン
流
域
全
体
に
は
６
５
７
６
万
人
が
住
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
分
布
す
る
。

生
態
学
者
た
ち
が
メ
コ
ン
流
域
を
巡
っ
た
、
森
下
郁
子
他
著
『
メ
コ
ン
と
メ
ナ
ム
・

チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
に
行
く
』（
遊
タ
イ
ム
出
版
・
２
０
１
６
年
）
に
は
食
文
化
な
ど
を
表
す
。

山
岳
地
帯
は
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
、
低
地
で
は
イ
ン
デ
ィ
カ
米
を
育
て
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

土
地
に
あ
っ
た
ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
食
文
化
の
中
心
と
な
る
。
魚
食
文
化
に
つ
い
て
は
、

山
岳
民
族
は
ほ
と
ん
ど
魚
を
食
べ
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
で
は
魚
を

並
べ
た
り
、
魚
を
干
す
と
き
は
腹
を
上
に
し
な
い
で
背
を
見
せ
る
。

　

秋
道
智
彌
編
『
図
録　

メ
コ
ン
の
世
界
―
歴
史
と
生
態
―
』（
弘
文
堂
・
２
０
０
７
年
）

は
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
ア
ジ
ア
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン

地
域
に
お
け
る
地
域
生
態
史
の
統
合
的
研
究
：
１
９
４
５

－

２
０
０
５
」
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
森
林
、
大
地
、
水
域
、
野
生
動
物
と
家
畜
、
モ
ノ
づ
く
り
の
智
恵
、

食
文
化
、
食
と
栄
養
・
健
康
、
商
品
と
国
際
交
易
、
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
資
源
管
理

か
ら
な
る
。

　

お
わ
り
に
、
春
山
成
子
著
『
自
然
と
共
生
す
る
メ
コ
ン
デ
ル
タ
』（
古
今
書
院
・
２
０

０
９
年
）
を
掲
げ
る
。
本
書
は
、
地
理
学
者
の
立
場
か
ら
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
は
変
動
地

帯
、
多
雨
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
自
然
災
害
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
台
風
災
害
、

豪
雨
災
害
、
旱か

ん
ば
つ魃
、
山
崩
れ
、
斜
面
崩
壊
、
火
山
噴
火
に
お
け
る
災
害
に
対
し
、

人
々
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
か
に
焦
点
を
あ
て
て
、
論
考
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
メ
コ
ン
川
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
あ
ま
り
に
も
メ
コ
ン
川
の
世
界

は
巨
像
で
あ
っ
て
、
わ
ず
か
に
鼻
の
一
部
に
触
っ
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。

〈
大
地
春
や
蛇
行
の
メ
コ
ン
雲
に
果
つ
〉（
千
葉　

香
）


